
 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ みんなで取り組む SDGｓ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
以前もお伝えしましたが、今年度、青木中学校生徒会では、「Change the future ～目指せ 17の目標～」

をテーマに、SDGｓの活動に取り組んでいます。取組の一部を紹介します。 

SDGｓに関わる取組は、委員会だ

けでなく、各学級でも行われています。

生徒たちは、自分たちにできることは

ないかと考え、互いのユニークな発

想をもとに活動を決め出し、コツコツ

と取組を積み重ねています。こうした

活動を通して、現在の地球環境や社

会に目を向け、問題点について考え

る力や、よりよい未来を作り出していく

ために、ただの批評家ではなく実践

者となる意識を身につけていってほし

いと願っています。 
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緑化委員会【夏の暑さを和らげてくれた＊緑のカーテン】 
 SDGsの取組の一環として、緑化委員会が取り組んでくれている「緑の 

カーテン」。夏休み前に植えた苗が、ぐんぐん伸び、夏にはきれいな花を 

見せてくれました。教室にエアコンを設置していただき、村の教育委員会 

の方からは「暑いときはどんどん使ってください」と言っていただいてい 

ますが、この緑のカーテンによって、少しでも節約できるといいですね。 

さて、現状を、何かのせい、誰かのせいにして、批判や批評を繰り返して 

いても、事態は何もかわりません。現状に問題があれば「自分に何ができ 

るか」を考え、自分から取り組むことが大切です。「緑のカーテン」もその一つ 

ですね。緑化委員のみなさん、暑い夏の日差しの中の水やり、ありがとうございました。 

文化奉仕委員会【誰でも使える＊みんなのトイレ】 

人権学習の中で、ジェンダーの平等に関わり、LGBTsについて学んだ生徒 

たちが、誰でも使えるトイレを設置したいと考え、文化奉仕委員会が中心とな 

って「みんなのトイレ」を提案してくれました。もともとある障がい者用のト 

イレを、障がいがない人でも、必要に応じて使えるよう、虹色のマークを描き 

「みんなのトイレ」としました。虹色は、性の多様性に関わる尊厳と社会運動 

を象徴するレインボーフラッグにも使われています。学んだことを、知識とし 

てだけではなく、すぐに生活の中に取り入れ、実践者として社会を変えていこ 

うとする子どもたちのパワーに、頼もしさを感じました。 

 

   3年 A組【リサイクルチョーク】 

           黒板のチョーク受けに残る小さくな           

ったチョーク。３年 A組では、このチ 

ョークを集めて再生することはできな

いかと考えました。小さくなったチョ

ークを潰して粉に戻し、水で練って固

めると、立派なチョークができました。

“筆圧が高い○○先生用の太いチョー

ク”や、色を混ぜて作った紫色のチョー

クなど、工夫をしながらオリジナルの

リサイクルチョークを作りました。 

≪校庭の草刈り≫  新型コロナウイルス感染症への対応として PTA作業が中止になったことを知

り、いつもお世話になっている杉村先生が、中学校の校庭の草刈りを始めてくださいました。これを

きっかけに、学校長はじめ、何人もの職員が草刈りに加わり、少しずつ作業を進めました。放課後、

校庭で作業をしていると、職員が次々と集まり、校庭が大賑わいになることもありました。刈った草

は集めなくてはなりません。清掃の時間には生徒たちも 

加わり、草を集めて運びます。  先生が始めてくださ 

った草刈りにみんなが加わり、広い校庭がきれいになっ 

ていく様子を見て、「自分にできること」を始めること 

の大切さと、協力の力や楽しさ、喜びを感じました。 

 



○○○○○○○○○○○ オンライン授業に向けた取組 ○○○○○○○○○○
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オンライン授業の舞台裏（９月９日）先生達フル出動 
 
  
＜生徒のみなさんからの声＞・赤のチョークは見にくい 
・声が聞こえにくい時がある 
・フラッシュカードが白い  と反射して見にくい 
 
 

 

こういう声が、とても参考になります。感じたことやアイデアを、ぜひ先生方に伝えてください。 

 

 新型コロナウイルス感染症の状況がなかなか収まりません。今後の状況 
によっては、念のため登校を控えるケースや、休校などの対応が必要にな 
ります。そうした事態に備え、職員も生徒も、オンラインによる授業に対 
応できるようにしておきたいと考え、8月31日（火）には帰りの会、9 
月9日（木）には授業を、実際にオンラインでやってみることにしました。 
オンライン授業実現に向けた取り組みを紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 できればそんな事態にはなってほしくありませんが、いざというときにはオンライン授業ができる
ようになりました。現在は、緊急時だけでなく、欠席した生徒の希望によって、教室と家庭をつない
だオンライン授業も行っています。一人一台の端末やＷｉ－Ｆｉ等、整えていただいた環境を上手に
活用できるよう、今後も生徒と一緒に研修を積んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 

＜８月２５日：職員研修①＞   8月 25日（水）の夕方には、ICT支援 
員の  先生と情報教育担当の  先生を講師とし、オンライン授業実現に 
向け、職員全員で研修会をしました。オンラインで集合するためのクラスごとの準備や、基本的な操作
方法に関わる内容を確認、また、生徒向けの説明方法についても、お互いに確認をし合いました。 

＜８月３０日：生徒へのレクチャー＞   いつもなら、パソコンの操作がわからなくても、教室にい
る仲間に聞くことができますが、オンラインとなるとそうはいきません。生徒たち全員が、自宅から自
力でオンラインでの集合ができるようにしておく必要があります。オンライン短学活の前日となる８月
３０日、生徒向けに操作方法をレクチャーする時間を設けました。 

 
＜８月３１日:オンライン短学活＞   授業後の清掃終了後、生徒はすぐに帰宅。16:10にオンライ
ンで集合して短学活を行いました。前日不安そうな顔をしていた生徒も無事集合でき、一安心。一旦顔
を揃えられさえすれば、わからないこともお互いに聞き会うことができます。操作の仕方を教え合う生
徒の姿も多く見られました。クラスによっては、合唱にも挑戦していましたが、なかなかうまくいきま
せんでした。やってみると、うまくいくことと難しいことがわかりますね。 

 
＜９月８日：職員研修②＞   オンライン短学活の経験を生かし、授業を担当する職員がオンライン
用の授業づくりを行いました。研修会では、職員が２～３名のグループを作り、教師役と生徒役に別れ
て模擬授業を行いました。黒板の見える範囲を意識する必要があったり、顔の向きによって声が聞き取
りにくいことがあったり、やってみてはじめてわかることがたくさんありました。 

 
＜９月９日:オンライン授業＞  8:15からオンライン授業開始 
です。舞台裏では、職員が互いにフォローし合ったり、参観し合 
ったりしながら研修を進めました。配信されたプリントを見る、 
こたえて送る…同じ教室内にいれば簡単にできることも、離れた 
場所にいるとできにくいことばかりです。改めて、みんな一緒に 
教室で授業ができることのありがたさを感じました。授業後に登 
校した生徒たちからは、「赤いチョークは見えにくい」などの感 
想が寄せられ、今後の改善点もわかりました。 

◆◆◆◆◆◆ 10月の予定◆◆◆◆◆◆    １８日（月）・１９日（火）  尿検査二次①②      
１日（金）  １・２年中間テスト②                         候補者告示、選挙管理委員会④ 

４日（月）  後期読書旬間（～２２日）          ２０日（水）・２１日（木）  ２年職場体験学習 

５日（火）  選挙管理委員会①、尿検査一次①    ２２日（金）  選挙運動準備（～１１／４） 

６日（水）  尿検査一次②                         ２３日（土）  新人戦東信（女バス） 

８日（金）  英語検定②                          ２６日（火）  ３年総合テスト③ 

９日（土）  新人戦東信（剣道）                      ２７日（水）  分析読解 

１１日（月）  衣替え完全実施、選挙管理委員会②           ２８日（木）  数学攻略ドリル（～１１／１１） 

 １２日（火）  県スクールカウンセラー来校、選挙日程告示      ２９日（金）  全校レク 

１３日（水）  歯科検診①（２Ａ・３年）、学校集金振替日         ３０日（土）  新人戦東信（剣道決勝） 

           立候補者受付（～１５日）                  ３１日（日）  新人戦東信（剣道決勝） 

１４日（木）  歯科検診②（２Ｂ・1年）       

  令和５年度 PTA会長選出会議   

１５日（金）  選挙管理委員会③          

 

＊予定が変更となった場合につきましては、オクレンジャーにてご連

絡します。あわせて、延期となっている資源回収につきましては、決

定し次第、情報通信・オクレンジャーを通じてご連絡します。 

 


